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たくおぼえ ﹂ ︿ 『栄花物語』とりべ野﹀と記されるほど︑定子後宮の﹁看板﹂的な立場を担うことになるこの女性に︑こんな初々しい新参の時代があったというのも興味深い︒　
後者の例も︑まだ出仕して日も浅いころ︑中宮の父関白・藤原道隆








































































いる物の怪を︑加持祈祷によって退散させな て な ない︒そのために僧は︑病者から引き離した物の怪を︑仮に憑依させるべき身体を近くに置くという︒ ﹁よりまし﹂と称される役目を負う ︑齢若い娘であることが多く︑この場合は主人に仕える童女であったらしい︒彼女は物の怪 憑かれて正気を失っているのか︑汗衫なども脱ぎ捨て








︵童女は︶ ﹁几帳の内にありとこそ思ひしか︑あさましくもあらはに出でにけるかな︒いかなる事ありつらむ﹂と︑はづかしくて︑髪をふりかけて︑すべり入れば︑ ﹁しばし﹂とて︑加持すこ うちして︑ ﹁いかにぞや︑さはやかになりたまひたりや﹂とて︑うち笑みたるも︑心はづかしげなり︒
　
僧は︑物の怪を叱責して︑退散することを誓わせ︑放免 てやる︒










初めに口にした言葉が︑ ﹁几帳の内にあり こそ思ひしか﹂というものであって︑自らの姿が﹁あらはに﹂人目にさらされてしまったことを恥じ入り︑ ﹁髪をふりかけて︑すべり入﹂っ いる点であろう︒このことは見方を換えると︑同時代において︑正気 も失わない限り︑女性が自ら几帳の外 出て︑衆目にさらされるような行動はおこさないということを示している︒　
そう言えば﹁宮にはじめてまゐりたるころ﹂段・ ﹁関白殿︑二月二











































石君のもとに︑源氏が訪れる︒明石で別れて以来︑久しぶりの再会に︑嬉しさよりも︑かえって心乱れて︑彼女は起き上がりもできずにいる︒自分がはるばる嵯峨野まで足を運んだというのに すぐに迎えに出ない女君を︑あまりにも上品ぶった態度と︑源氏は思う︒女房たちにも促されて︑よう う彼の前に出 来 彼女は 几帳の陰に隠れて座す︒その優美で奥ゆかしく︑なよやかな風情は︑皇女と言 も通るような品格だというので ︒　
実際の身分としては受領の娘に過ぎぬこの女性が︑その立ち居振舞








まう明石君の御殿を︑光源氏が訪れる場面︒折から彼女は︑明石 地に残して来た父 入道から届いた文を読んで た だが︑急な源氏のお越しにその文の片付けも間に合わず︑取り急ぎ自らは几帳に隠れ
る︒源氏は明石君としんみりと語り合うべく︑その几帳を押しのけると︑彼女は﹁いときよげに︑心恥づかしげなるさま﹂で座っているという展開である︒源氏さえ気がひけるほどの上品な美という点では︑先の松風巻の例において皇女に匹敵する風情と賞讃されていたことと共通している︒　
その一方でこの女性は︑自らの出自や立場に対する卑下の態度を持




















































弁はこの宮家の女房であったが︑八宮とその長女・大君の没後︑尼となって菩提を弔っている︒この女性 早蕨巻には﹁むげに思ひほけたるさま﹂とあって︑相当な老齢と見えるし︑宿木巻には﹁まして と恐ろしげにはべれば﹂とあって︑老い 出家姿の見苦しさを自認いることも明らかである︒　
それゆえ几帳に隠れての対面と うことになるが︑貴公子と几帳越





















来事を描く章段である︒言うまでもなく帝のお召しがあって中宮はここに参上しているの り︑また本文に﹁上のこなたにおはしませば﹂とあって︑帝自らがこちらに出向いているということがわ る︒さらにそのこと 聞 た大納言伊周が︑室内 入 を遠慮 て﹁戸口の前なる細き板敷にゐたまひ﹂と述べら て るところから推して︑帝はさきほど食事のために昼の御座に移動してゆく直前まで︑中宮の御帳台の内 入っていたのだと考えられよう︒　
ということは︑ここに記されている几帳は︑この帳台の近くに立て










































































けたところを横川の僧都に助けられ︑彼の手で授戒︒今は妹の小野の尼君のも で︑仏道修行の日々を送る︒しかし浮舟の出家を惜しむ尼君は︑浮舟に心を寄せる中将に︑ひそかに彼女の姿を垣間見させるという場面︒　﹁近き几帳﹂とあって︑浮舟自身は小野という山里にあっても︑油断なく自らの出家姿を隠すべく几帳を立てていることがわ る︒そ点で︑先に引いた浮舟巻の女房たちの心の緩みとは︑明らかに一線画するが せっかく 彼女の努力も︑尼君の作為によって帳消しになってしまうという皮肉な展開である︒　これなどは︑女性を男性に垣間見させようという意図のもとに︑他
の女性の手で几帳 押しやられる珍しい例 言えよう︒　
これら三例以外︑几帳を押しやると描かれているのは︑すべて男性















































なかった夕顔の忘れ形見と知って︑その姿かたちに大いに関心を寄せている光源氏の行為として描かれている︒また初音巻の用例は︑同じく源氏が︑花散里 もとに︑新年の挨拶 しにおとなう場面の振舞いである︒お互いに穏やかな信頼感で結ばれ いるとは言いながら︑肉体関係は絶えて久しいこ 女性に︑源氏は玉鬘の場合 ように懸想の心を持っているわけではない だが︑自分が彼女のため 見繕った正月用の装束を︑この人 どのように着 なしているのか︑関心があるということなの　
次の東屋巻の例では︑几帳を押しやるのは源氏ではなく︑彼の孫に



























































































はひ﹂と言い︑ ﹁しどけなく﹂ ﹁人げ近く世づ てぞ見ゆる﹂と言 ︑物語の評価は手厳しい︒浮ついて︑奥ゆか さもなく︑いかにも男馴れした感じがするという非難である︒そうした 房 のだらけた緊張感の欠如を象徴 のが︑ ﹁御几帳どもしどけなく引きやり﹂という体たらくなのだと読み取れよう 第四節で引いた浮舟巻の例︑几帳を押しやっている心 緩みから︑匂宮の侵入 いう事態 招い くだりと類似 た状況であることは︑改めて注意せねばなるまい　
こうした女房たちのたしなみのなさは︑すなわちその主人の品格の
反映だというのが当時の考え方︒だからこそこの直後︑くだんの唐猫の首綱が簾に引きかかって︑大きく前方に引っ張られた隙間から 女三宮 立ち姿が夕霧・柏木両人 眼にさらされ ことになり︑柏木の心を悩乱させること なった︒結果的にこ 後の密通事件の契機となって行く︑というのが物語 論理な である　
見方を換えれば︑几帳をだらしなく引きのけているというこの女性


















大納言が︑再び桜の花瓶のもとに着座するや︑ ﹁月も日も︙︙﹂と朗唱したとのみ記述すれば︑全体のめでたさを損なうことなく︑几帳のことに触れずに済ませることが可能である︒それをしなかった︑と言うより︑中宮が自ら几帳を押しやって︑下長押のもとまで出てき ということを敢えて書きとめ︑当時 常識的な女性美 表現からすれば忌避されるべきその行為を︑ ﹁めでたき﹂と讃美しようとした理由はいかなるものであったのか︒　
ちなみに第二節で引用した﹁関白殿︑二月二十一日に﹂段や﹁松の








































　﹁関白殿︑二月二十一日に﹂の段の一節で︑法興院積善寺で行われる法会に参列される中宮のお供をした折の回想︒第二節に引用したくだりの直前の場面であり︑詳細な衣装描写を通して︑晴の装束を見事に着こなした宮 美し を眺めている清少納言の陶然たる感動が伝わって来る︒だが注意すべき点は 参上した少納言 前に︑ ﹁御几帳のこなたに出でさせたまへり﹂とあること︒すなわち定子中宮は︑ここでも几帳の陰に隠れてはいない ︑自らその前に進み出たというのである︒当時の女性としては型破りともとれるこ 行為は︑直後に先述のごとく几帳のうしろに座す上臈女房たちが描かれ ことで いっそう鮮やかな対照を成す︒　さらにこの章段が︑清少納言の出仕してまだ間もないころの出来事
⎠8
⎝
であるということを考慮に入れると︑いっそう興味深い︒ ﹁ にはじめてまゐりたるころ﹂段では︑先述のごとく﹁も のはづかしきの数知らず︑涙も落ち﹂そうになり がら﹁三尺の御几帳のうしろに候ふ﹂と︑新参当時の心境を述べているが︑そういう作者の眼の前に︑自分よりもはるかに高貴な若き女主人 何の抵抗もないか ように几帳のこちら側に出て︑自分のごとき今参 女房 声をかける︒それはつい最近まで︑平凡な家庭人 しかなかった とて︑大いなる驚異以外の何ものでもなかったのではあるまいか︒　
この段の事件年次は正暦五︵九九四︶年二月であり︑くだんの﹁清

































れず︑その几帳を押しのける男︒もの陰 隠れる行為が漂わせる貴女らしい奥ゆかしさと︑卑下 態度が︑男 同情心をそそり︑女に対するいとおしさがいっそう募ってくるという設定︒几帳という調度のはらむ同時代的心象に︑まさにぴ りと当てはまる状況なのであ ︒　
前々年長徳元年四月の父関白・道隆の死去に端を発し︑長徳二年の
兄弟の左遷︑さ にその十月の母・貴子の死去 ︑不幸は立て続きにこの女性を襲い このころは涙の乾く間とてなかった時期であったことであろう︒しかも自家 政治的な惨敗とは裏腹に︑道長の権勢はますます強大になってゆく︒そんな絶望的な状況下で︑唯一の慶事が脩子内親王の誕生であ たし それを機に帝と 再会が叶うようになったのも︑思いがけない幸運と感じら たであろう︒　
そんな定子の状況の心細さ・不安さを知っている読者――同時代の
読者たちは皆︑彼女 悲運を知 上で『枕草子』を読んだわけ あるが――にとっては︑ 『栄花』の表現 『枕』 それとの いずれ受け入れやすいも であったかとい ことについては贅言 要すまい︒　
しかしながら『枕草子』は定子中宮を︑ 『栄花』のごとくなよめい






































して︑ ﹁いたう奥深なることをば︑いとわろきもの﹂とみなすという姿勢だったと述べられてい である︒ ﹁奥深﹂であることを﹁いとわろき﹂と見るとい ことは︑換言すればその対になる﹁端近﹂推奨するということになる︒ れ ﹁養ハレテ深閨ニ在リ人未ダ識
し
ラ





れることは忌避すべきこ で︑したがってその危惧のなるべく少ない場所こそが身を置くのに理想的とされ わけである︒住居空間で言えば奥の間が高貴の人にふさわしく︑端近な場所は軽々しい場所 いうことになるし︑几帳 陰 隠れるというのも︑そうする 当座的
にそこを﹁奥﹂と仮構する行為と考えられよう︒　
たとえば『伊勢物語』第六段︑いわゆる芥川の段では︑男にさらわ






じ︑憧れの紫上の奥ゆかしさを思 比べて︑こ 宮 対す 父・光源氏の愛情が薄いのも︑このように 性としてのたしなみが欠落しているのが原因なのだと推量する である︒ ﹁端近﹂は貴女にふさわしからざ 場所という主張が︑ っきりと見て取れる︒　
こういう通念と︑中関白家の発想は 真っ向から対立するものであ











































むに︑心にくからずおぼえむ︑ことわりなれど﹂ ︑すなわち奥方 して大事 扱うことは︑男性に って魅力を感じないというのも解らぬ理屈ではない︒けれど宮仕えすることで︑知見が広がる 利点もある︒深窓の姫君がそのまま妻や母となったような︑何一つ世間を知らない女性などより 頼れる相談相手として夫を支援できる︑しっかり者の妻の方が︑ずっと良いとは思わないのか ︑なかなか激し 論調は︑それほど当時の男性たちが﹁人未識﹂を重んじていたことの表われと読める︒　
だが道隆は︑そういう通念的な結婚観と真っ向から対立して 摂関









































































































前記『源氏大成 ・ 『源氏索引』を参照しつつ 岩波新大系の 文 し がった︒
︵
7︶　
後の薫︒前出︵
3︶参照︒
︵
8︶　
段中に﹁あたらしうまゐりたる人々﹂とか︑ ﹁心知らざらむ人﹂とか︑作
者が新参であることを示す言葉が散見される︒
︵
9︶　
いわゆる長徳の政変 長徳二年一月 伊周・隆家の兄弟が従者に命じて
花山法皇に矢を射かけ という事件が出来︑この罪によ 伊周は大宰権帥に︑隆家は出雲権守に左遷︒
︵
10︶　
史実としては︑正暦元︵九九〇︶年二月 五日のこと︒
︵
11︶　﹁中関白と呼ばれた人――藤原道隆の創ったもの――﹂ 『国語と国文学』
第七九巻第五号
　
平
14・
5︑ ﹁定子後宮の風儀をめぐって――『枕草子』 ﹁清
涼殿の丑寅の隅の﹂段を中心に﹂群馬大学教育学部紀要
　
人文・社会科学編
　
第六四巻
　
平二七年︑等参照︒
︵
12︶　﹁脱﹁女性﹂性に挑む後宮――『枕草子』 ﹁故殿の御服のころ﹂段を中心
に﹂群馬大学教育学部紀要
　
人文・社会科学編
　
第六五巻
　
平二八年参照︒
︵
13︶　
前記﹁定子後宮の風儀をめぐって――『枕草子』 ﹁清涼殿の丑寅の隅の﹂
段を中心 参照︒
 
︵平成三十年九月二十六日受理︶
藤　本　宗　利
―　　―16
